一人の誕生日

母:ほら誕生日なんだから、ニコニコしな

ナレーター：最初の4人連れの客が、友達を待つコディーの側で席に着きます

息子：お家に帰りたいよ、もう恥ずかしくなってきた

母:大丈夫よ

息子:トイレに行ってきてもいい？

母:もちろん

ナレーター：コーディーが席を立つと、

女性：何かお困りですか？

ナレーター;母親に救いの手が差し伸べられました

母:どうすればいいか分からないんです。
彼の友達4人くらいを招待したけれど、
誰も返事がなくて。

女性:最低な人たちね、私たちに出来ることある？

女性2：一緒に座りましょうか？

ナレーター:見る見るうちに

女性3:私の息子は12歳よ

母:息子さん12歳なんですか？

女性３：ええ

ナレーター：レストランの至る所から、見知らぬ人たちがコーディーのパーティーに集まってきました

女性4:私たちもいいかしら？

（見てくれ！みんな立ち上がってパーティーに参加し始めたよ）

一同:お誕生日おめでとう

母:ありがとうございます

息子:どっからやってきたの？

（最後に大きなサプライズまでありました）

女性5：スポーツは好き？

息子：うん

女性5:私の親友がバスケ選手で、サウスイースタン大学にやってくるの。
その試合に招待してあげるわね。ポスターももらえるし、
サインも頼んであげるわ。

（今日が誕生日のこの子は、テディという子と共通点があるかもしれません。
彼はフェニックスサンズから招待券を貰ったのです。）

テディ：最高の一日だ

息子:ありがとう

（レストランに戻り、さらに椅子を用意してもらいましょう）

ナレーター：こんにちは、お元気ですか？
これはテレビ番組のWWYDです

女性６嘘でしょ

女性5：そんな

ナレーター:何を思いましたか？

女性：私はただ母親の立場を考えたの。
私だったら、誰かに助けてもらって
最高の日にしてほしいって思うもの。

ナレーター：帽子も被って

女性：多分さっき全部のテーブルにアイスクリームを頼んじゃったかも


母:誕生日おめでとう、コーディー！

（母親はまた、もう一度パーティーを始めようとします）

母：今日が誕生日なんです。
でも友達が来なくて・・・

（そして遠くの席から）

男性：私たちが君の友達になるよ

（ジェリー・リーさんはすぐにパーティーを盛り上げてくれます）

母:ありがとうございます

（優しいね）

男性：どうやるんだっけ？やり方知ってる？

（そしてこちらの客は、ギフトを渡します）

女性:何歳なの？

息子：12歳になるんだ

男性:12歳か！

女性：あと2ドル必要ね

（一年につき、1ドルです）

男性：いろんな音が鳴るから見てごらん

（素晴らしい男性じゃないですか）

ナレーター:しかしまだ終わりではないようです

男性：さあおいで！

（誕生日といえばお決まりのアレをするために、さらなる援助を呼びます）

一同：歌♪

（もういいかな？）

ナレーター：こんにちは、ちょっと待ってください。お元気ですか？

女性：WWYDですって？私たちはパーティーをするわ

ナレーター:お金を渡してたけど

女性:ええ

ナレーター：返してもらって

ナレーター：あなたから率先して始めてくれましたね

男性：みんな同じ経験があるからね。
こんな公共の場では無かったにしろ、
自分のパーティーに人が来ないと傷付くよ。
君が悲しそうにしてるのを見ていられなかったんだ。

ナレーター:何を学びましたか？

男性：ただ笑って欲しかった。
ここで一人座っているより、
ただ笑って欲しかったんだ。





